
集中改革プラン進捗状況報告書の記載の見直しについて 

 

１ 見直し内容 

  令和８年度第１回射水市行財政改革推進会議（５月２５日開催）での委員の意見（※）

を踏まえ次回（令和９年６月公表）の集中改革プラン令和８年度改訂版進捗状況報告書か

ら、進捗状況が「完了」となった取組について、取組個票に「取組により得られた効果」

の欄を設ける。 

 

  ※委員意見 

委員意見（概要） 意見を踏まえた対応（案） 

取組個票の「狙う効果」の項目と取組の

完了によって得られた効果が同一視され

ているのは適切ではない。 

「狙う効果」の項目を、完了により得ら

れた効果として見るには抽象度が高すぎ

るため、もう少し抽象度を下げた具体的な

記述が必要である。 

 

 取組個票に「取組により得られた効

果」の欄を設ける。 

 地域の安全・安心は市民の関心が高い内

容であるので、「狙う効果」の項目に「安

全・安心の確保」を追加してはどうか。 

新たに設ける「取組により得られた効

果」の欄は、「狙う効果」にチェックをつ

けた項目のみならず、個表の「現状と課

題」の解決に向けた状況や「あるべき姿

（目指す姿）」の実現に向けてどのよう

な進捗につながったかについて記述す

る。 

このことから、あるべき姿（目指す姿）

や現状と課題が安全・安心の確保に関連

する取組において、委員の意見を反映す

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



 ２ 見直し後の取組個票の記載例（案） 

 

 

 

 

 「取組により得られた効果」

・「あるべき姿（目指す姿）」の実現に向けた進捗状況 

・「現状と課題」の解決に向けた状況 

・「狙う効果」のチェック項目に関する達成効果 
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